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正解・解答例 
 

教科・科目名 英語（前期日程試験：令和７年度） １／２ 問題番号 G1 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

人文社会科学部 
教育学部（学校教育教員養成課程）【音・美・体 教育専修は除く】 
情報学部（情報社会学科，行動情報学科） 
グローバル共創科学部 

 
１ 
 

（30）% 

配点（60）点 

 

1．(a)  
2．肉付きの骨を与えた。 
3．犬小屋の掃除をした（＝犬小屋をきれいにした）。 

水飲み（皿）をきれいな水で満たした。 
たくさんの食べ物を与えた。 
遠くまで散歩に連れ出し（て，また村まで戻ってき）た。 
（「自由に走り回れるように連れ出した。」も可。） 

4．長時間犬小屋につながれた状態でいること。  
5．靴屋(Mr. Kind)から犬(Skip)を買い取って息子(Olaf)に与えた。 
6．靴屋が家から出てきて自分を連れ帰るのではないかと心配しているから。 

 
２ 
 

（10）% 

配点（20）点 

 

1．(b) which 
2．(b) arrive もしくは have arrived 
3．(d) either 
4．(c) damage 
5．(c) haven’t had 

 
３ 
 

（25）% 

配点（50）点 

 

1．筆者夫妻と年長の子どもたち 
2．大人になって（人生を楽しむために）必要となる習慣を身につける妨げにな

る。（「独立心を養う妨げになる。」または「自己決定能力を養う妨げになる。」も

可。） 
3．(c) 
4．(b) 
5.  Ms. Foster 
6． 赤ちゃんの世話，衣服の洗濯，昼食の準備などの家事をしなければならなか

ったため。 
 
４ 
 

（10）% 

配点（20）点 

 

1．call 
2．taking 
3．heard 
4．they 
5．would be 



正解・解答例 
 

教科・科目名 英語（前期日程試験：令和７年度） ２／２ 問題番号 G1 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

人文社会科学部 
教育学部（学校教育教員養成課程）【音・美・体 教育専修は除く】 
情報学部（情報社会学科，行動情報学科） 
グローバル共創科学部 

 
５ 
 

（25）% 

配点（50）点 

 

解答例 
The vast majority of time, it is wrong to tell a lie, but sometimes it is okay 

to tell a white lie. For example, if your friend has a new hairstyle and you 
don’t like it and tell your true feelings to your friend, you may hurt her 
feelings very much. Thus, telling a white lie in this situation is okay. 

Except for white lies, though, it is wrong to lie. Especially, it is wrong to 
tell a lie in order to get something good for yourself. For example, if you want 
to stay out late to sing karaoke with your friends, but you tell your parents 
you are going to your friend’s house to study, then you are only lying in order 
to get something for yourself. This type of lying is terrible. (134 words) 

 



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 英語（前期日程試験：令和7年度） 問題番号 G１ 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 

人文社会科学部 

教育学部（学校教育教員養成課程）【音・美・体 教育専修は除く】 

情報学部（情報社会学科,行動情報学科） 

グローバル共創科学部 

出題のねらい 

 
１ 物語文を読んで,話の展開や内容,登場人物の行動,場面状況等を把握する
英文読解力をみる。 

 
２ 英語の文法および語法の知識に基づき,適切な形式での表現力をみる。 
 
３ 現代社会の課題に関する議論を読んで,内容を正確に把握する英文読解力
をみる。 

 
４ 英語コミュニケーションの中で,文脈に応じた適切な表現を選び,使用する
力をみる。 

 
５ 作文課題について,自らの考えや思いを英語で表現できる力をみる。 
 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 
１ 配点30％（60点） 
 
   
  １  8点     

２  8点 
  ３  20点 (5点×4)  
  ４  8点 
  ５  8点 
  ６  8点 
 
２ 配点10％（20点） 
 
   
   4点×5（各問記号選択2点＋語句修正2点） 
 
３ 配点25％（50点） 
 
  １  8点 

２  6点 
  ３   8点 
  ４   8点 
  ５  8点 
  ６ 12点 (具体的事項１つに対して4点)  
 
４ 配点10％（20点） 
 
   
  4点×5 
 
５ 配点25％（50点） 

 


